Waist-to-chest ratio（WCR）と Somatotype の違いが女性からみた男性の外見的魅力に与える影響について by 佐山 七生


















た一方，averageでは WCR 0.7を頂点とする逆 U字型に身体的魅力が変化しており，男性の WCRと
Somatotypeの違いによって女性が受け取る男性の外見的魅力の認知に違いがあることが明らかとなった。
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（e.g., Fumham, Swami, & Shah, 2006; Swami & Tovee, 2005; Tovee, Hancock, Mahmoudi, Singleton, & Comelissen, 
2002; Tovee, Reinhardt, Emery, & Cortielissen, 1998）。
1-3　男性の魅力研究 ― 規定要因としてのWaist-to-chest ratio（WCR）の台頭
90年代に男性特有の身体的特徴が外見的魅力の規定要因として指摘されて以降は，Wast-to-hip ratio（WHR）
（Furnham, Tan & McManus, 1997; Henss, 1995; Singh, 1995） や Digit ratio（2D：4D）（Beaton, Rudling, Kissling, 
Taurines, & Regine, 2011），身長（Prokop & Fedor, 2011）といった特定の部位と男性の外見的魅力の関連につい
て検討が進められていった。そして，近年では説明率の高さからWaist-to-chest ratio（WCR）が魅力の規定要
因として大きな注目を集めている。
Maisey, Vale, Cornelissen, & Tovée（1999）は，身長に対する体重の相対的な割合を示す Body mass index（以
下，BMI），上半身のたくましさを示すWaist-to-chest ratio（以下，WCR），ウエストから臀部の引き締まりを
示すWaist-to-hip ratio（以下，WHR）といった複数の指標を同時に用いて被験者に評価させるという実験を行









































Dixson, B., Dixson, A., Li, & Anderson（2007）で使用された刺激をスキャンし，各 Somatotype（ectomorphic：
以下，ecto，endomorphic：以下，endo，mesomorphic：以下，meso，average：以下，aver）の WCR を 0.6，
0.7，0.8，0.9，1.0，1.1に変化させた画像計 24体を使用した（Table. 1）。なお，Dixson, et al.（2007）は，
Sheldon, Dupertuis, & McDermott（1954）によって示された ecto，endo，mesoに averを新たに加え，4種の
Somatotypeを刺激として用いている。
Table. 1　本研究で使用した刺激























その結果，固有値の推移（第 1因子から順に 3.516，0.836，0.663…）およびスクリープロットなどから 6
項目から成る 1因子構造が示された（累積寄与率 51.623%）。しかし，「頭が良い」「お金持ち」「子供好き」に
おける因子抽出後の共通性が残りの 3項目に比べ著しく低いことや，これらを除外することで累積寄与率が







WCRと Somatotypeの変化に伴う因子得点の違いをみるために，WCR（0.6 ～ 1.1）× Somatotype（ecto，
endo，meso，aver）の 2要因被験者内分析を行った。その結果，WCRの主効果（F（5,355）= 105.292, p 
＜ .01），Somatotypeの主効果（F（3,213）= 247.215, p ＜ .01），および WCR× Somatotypeの交互作用（F
（15,1065）＝ 37.428, p ＜ .01）が認められた。


















































られた（0.6，0.7，0.8，0.9，1.0，1.1の各条件における F 値は 105.293，216.404，142.989，150.060，21.933，
24.748であり，いずれも p 値は 1％以下であった）。その結果を以下に示す（Fig. 1）。
Fig. 1　それぞれのWCRにおけるSomatotype 比較
さらに，WCRの影響についての単純主効果検定においても全ての Somatotype水準で単純主効果が認められ
た（ecto，endo，meso，averの各条件における F 値は 29.893，7.838，129.130，85.241であり，いずれも p 値
は 1％以下であった）｡その結果を以下に示す（Table. 3）。
Table. 3　それぞれのSomtotype におけるWCR比較
Fig. 1 WCR Somatotype
????
0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1
0.6 n.s n.s
0.7 n.s n.s
0.8 n.s n.s n.s















　　　注 2: ectoと averは，行の列に対する関係性を示す
　　　注 3: endoと mesoは，列の行に対する関係性を示す
3-4　重回帰分析
分散分析の結果から，Somatotypeによって回帰傾向に違いがあることが想定されたため，WCR の 6水準を




Fig. 2からも分かる通り， ecto（Adj R2 = .411），endo（Adj R2 = .385），meso（Adj R2 = .324）においては一次曲
線が採用されたことから，これらは低WCRであるほど身体的魅力が上昇することが示唆された。一方，aver
（Adj R2 = .575）は二次曲線を示し，WCR0.7前後を頂点とする逆 U字型に身体的魅力が変化することが示され
た。
0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1
0.6 n.s n.s
0.7 n.s n.s
0.8 n.s n.s n.s















           Fig.2　左上 :ecto，左下 :endo，右上 :meso，右下 :aver における因子得点とWCRの関係。
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